
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

すべての世代が輝く街に！全力疾走！！ 

上田みほ NEWS 

 市政報告    
 

発行者：公明党 船橋市議会議員 上田みほ 船橋市小室町 3060-3-407 

プロフィールはこちらから → 

              

 

 

市政についてお気軽に 

お声をお寄せ下さい 
 

上田 みほ 

TEL： 080-3458-8470 

FAX： 047-457-8470 

市役所 

党控室：047-436-3032 

 

ホームページで 

ブログ公開中 

 
高野台 3丁目標識新調 仲村ひであき県議と連携 
 

 

みやぎ台 1丁目歩道の白線塗直し 
 

 

 

頂いたお声から実現しました！ 

小室町GS前側溝蓋を新調 

 

 

鈴身町調整池・歩道の除草 
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質問 

これまでの議会質問から実現！  

 

 

 

 

より 

 

がん患者ウィッグ・胸部補正具助成 

答弁 

上田みほが令和３年２定にて要望しておりました。 

本年４月より、がんの治療を受けている方の精神的・経済的負担を軽減し、社会生活を

支援するためウィッグ・胸部補正具の購入費・レンタルの費用が助成されています。 

ウィッグ    上限 30,000円 

胸部補正具  上限 20,000円  

 

 

 

GIGAスクール構想が進む学校だが、本市では、連絡手段が紙のプリントという学校がまだまだある。 

文科省も自治体の教育委員会宛に『学校・保護者等間における連絡手段のデジタル化を進めることは

迅速な情報共有や双方の負担軽減にも大きく寄与する。教育委員会は学校の円滑なデジタル化等へ

の必要な支援をお願いする』との趣旨の通知を出している。 

保護者の状況が大きく変化する昨今、デジタル化は必要と考える。 

また、学校間のシステムをある程度、統一することも転勤のある先生方の

負担の軽減につながると考える。予算措置も含め、教育委員会が音頭を

とっての推進が必要ではないか。 

 

 

デフリンピックについて 

質問 

答弁 聴覚に障害のあるアスリートの方々にとって最大の舞台であると認識している。障害のある方々の

スポーツの普及発展の一助になると考える。今後どのように関わっていくかは、船橋市パラスポー

ツ協議会の方々や関係団体と協議していく。 

本市ゆかりの選手・監督の活躍については、積極的に市民の皆様に共有していきたい。 

令和５年第２回定例会 一般質問より   

 

 

 

 

より 

 

詳しくは市のホームページ→ 

船橋市立医療センターの【がん相談支援センター】は、がんに関する不安や悩みについて専門スタッフに対面や 

電話で相談できる窓口です。市の事業ですので当院で治療を受けていない方も利用できます。 

また、がんによる外見の変化【アピアランスケア相談】も受けられます。 

船橋市立医療センター がん相談支援センター ０４７－４３８－３３２１ → 

学校と保護者の連絡手段のデジタル化について 

学校・保護者双方の負担軽減につながるため進めていきたいと考えている。 

システムや運用の統一については校長会や関係各課とも協議し、デジタル化が進むよう取り組んでいく。 

『デフ』とは英語でDeaf 。「耳が聞こえない」という意味。 

１００周年を迎えるデフアスリートの世界大会である 

デフリンピックが２０２５年、日本で開催されることが 

決定している。 

船橋市には過去のイタリア大会の陸上競技の監督や 

男子デフバレーの日本代表現役監督がおられる。 

縁の深い本市が、デフリンピックの気運を高める広報活動に力を入れていくべきでは。 


